Moral Education and Human Dignity : Problems of Today "Responsibility as a Free Response" by 清水 宏子 & Shimizu Hiroko
道徳教育と人格の尊厳
-"自由なる応答性 としての責任"の現代的課題-





























































































































































































































































































































































































































































































































































(3) マルセル著作集8『人間の尊厳』(春秋社,1973)中の ｢第九講 危棟に漸する完全性｣の一節,
p.202参照｡
(4) マルセル著作集8 『人間の尊厳』(春秋社,1973) 中の ｢日本版のための序｣の一節,p.5参
照｡




















(15) 同上の第 8節 ｢西洋に於ける責任｣中の p.228参照｡
(16) 同上 の p.234参照｡







(21) 今道友信 『東西の哲学』(TBSブリタニカ,1981)の第 7節 ｢人格と責任｣中のp.227参照｡
(22) 『TheCenturyDictionary,VolumeIV』(Reprintfklition,1983byMeicho-Fukyukai,Tokyo.)
(23) 『SHOGAKUKAN RANDOM HOUSEENGLISH-JAPANESEDICTIONARYVOLUME Ⅲ』
(昭54)p.667参照｡
(24) 金子武蔵編 『新倫理学事典』(弘文堂,昭59)の｢4)責任性｣の項 (p.269)参照｡
｢責任はresponsiblity,Verantwortungとして 『応答』である｡相対的責任が社会あるいはその規
範に対する応答であるのに対して,絶対的責任は自己の本来性に対する応答である｡｣












(34) マルセル著作集 8『人間の尊厳』(春秋社,1973)中の ｢第五講 存在論的 秘 義｣(p.121-p.
138)0
(35) 同上 p.133参照｡



















(45) 同上 ヨ-ネの第一の手紙 4の8-9参照｡
(46) 『旧約聖書』申命記 6の5,『新約聖書』マタイによる福音書 22の36-38参照｡
(47) 『新約聖書』マタイによる福音書 12の1-8参照｡
(48) 同上 マタイによる福音書 7の12｡






(52) 『新約聖書』ヨ-ネによる福音書 15の12,17,同 13の34参照｡
(53) カール ･ラーナ- 『キリスト教とは何か』(エソデルレ,昭56)p.124参照｡





(58) カール ･ラーナ-ほ,人間を,"絶対的な超越的存在 (すなわち神)に向かって超越することを
その本質とする存在者"としてとらえている｡
(59) マルセル著作集8 『人間の尊厳』(春秋社,1973)中の ｢第八講 兄弟愛 と自由｣p.190参
照 ｡
(60) 日本倫理学会編 『技術と倫理』(以文社,1985)p.202参照｡






(64) マルセル著作集8『人間の尊厳』(春秋社,1973)中の ｢第五講 存在論的秘義｣の一節,p･132
参照｡
(65) 清水宏子 ｢道徳教育と人格の尊厳｣(『人間学紀要 第14号』上智大学人間学会,1984)p.102-
p.103参照｡
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(66) マルセル著作集8『人間の尊厳』(春秋社,1973)中の ｢第九講 危機に瀕する完全性｣の一節,
p.214参照｡
